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遡及するヴェクトルをもち、
それは一定の文脈では現象から本質へ
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に基く集団であるのに対し、②の
「民族」はそれを第二次的に
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を割り当て、「～
族」には集団の特性











































































































































































































































































































































































































1）Benjamin Akzin, State and Nation. Hutchinson 





























西方起源説（Terrien de Lacouperie, Western Origin 
of the Early Chinese Civilisation from 2300 BC. to 
200 AD. 1894）の詳細とその日中での流伝状況
に関しては、李帆「清季中国人種、文明西来説




















は civic nationalism）と cultural nationalism とに
類型化したジョン＝ハッチンソンの立場（John 





Culture, “Race” and Nation: The Formation of 
National Identity in Twentieth Century China. 










































































Anderson, Imagined Communities: Reflections on 

































































はこの箇所を、Or consider India, also a conquered 
nation, whose national spirit has not been immediately 
destroyed by alien conquest as China’s was.と簡明
に処理しているが、これも安藤訳に近い理解とい
える。Frank W. Price tr., San min chu i: The Three 









は、The Manchus subjected China and ruled over 
her for more than two hundred sixty years: they not 
only did not wipe out the Chinese race but were, on 
the contrary, absorbed by them, becoming fully 





































20）Frank Dikötter, ibid.,p.596. “Zu as lineage”が「宗
族」に、また“zu as race”が「民族」に、それ
ぞれ対応することはいうまでもあるまい。










































25）Michael Lackner, Anmerkungen zur historischen 
Semantik von China, Nation und chinesischer Na-
tion in modernen Chinesisch. In , Kultuelle Gren-
zziehungen in Spiegel der Literaturen: Nationalis-
mus, Regionalismus, Fundamentalismus. （hrsg. von 
H. Turk, B. Schltze und R. Simanowski） Wallstein 
― 260 ―
専修大学社会科学年報第 49 号
Verlag, Göttingen. 1998. S. 333.
26）言うまでもなく、たとえ蒙古／西蔵に生まれ
育ったとしても、そのことによって例えば「漢
族」が「蒙古族」／「西蔵族」に変わるわけで
はない。そこに更に「社会的な、及びエスニッ
クな」要素が付け加わらなければ、そういう転
換は可能とはならないのである。ただし、実際
には多民族が併存し、かつそれらの間で言語や
風俗習慣などが共有されているような地理的領
域においては、一人で複数のエスニック・アイ
デンティティを保持している（或いは保持し得
る）環境が成立することがある。瀬川昌久が紹
介している漢族（客家）とショオ（畬）族との
間のエスニック･バウンダリーの交錯などはそ
の典型といえる。瀬川「客家語と客家のエスニ
ック・バウンダリーについての再考」『民族の
移動と文化の動態 ― 中国周縁地域の歴史と
現在』風響社（2003年）、同「少数民族籍客
家 ― エスニック・グループの自明性と曖昧
性」『客家の創生と再創生 ― 歴史と空間から
の総合的再検討』風響社（2012年）など参照。
しかし、ここではこうした可能性は一応、除外
したうえで議論を進めている。
